
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流域の森は流域で守る 

香美森林組合といっしょに水辺林整備活動 
主催：物部川 21 世紀の森と水の会 

開催日時：平成２９年２月２１日（火）     ◇◇◇ 募集定員：２５名程度 ◇◇◇ 

活動場所：香美市香北町河野 川の内川（日ノ御子川）沿いの人工林 

集合場所：香美市香北支所 香美市香北町美良布 1097番地 ９時集合 ⇒ ９：１０頃出発   

ジャンボタクシーと自家用車乗り合わせで、現地に向かいます。 

時間割： 9:40頃到着 ～ 安全祈願（山の神祭り）・間伐作業 ～ 12時 ～ 昼食と交流 ～ 13時半 ～ 

間伐作業 ～15時半 ～ 後片付け・わかちあい ～ 16時頃帰路……16時半頃解散 

    ※昼食時は豚汁まかない予定 

持ち物・服装ほか 

・山は傾斜（勾配）がありますので、滑らない靴・長袖長ズボン必須。持ち物はお弁当・飲み物・ 

タオル・着替え等です。ノコギリ等の道具類、ヘルメット、手袋などはこちらで構えます。 

申し込み・お問い合わせ 平成２９年２月１８日（土）までに下記までお申し込み下さい。 

（担当;常石）☎：０９０－４７８４－５７０７ メール：mori_kawa_tune＠yahoo.co.jp 

この事業は、平成２８年度高知県清流保全パートナーズ協定事業寄付金を活用しています。 

山の手入れは、豊かな川づくり 郷土づくりにつながる大事なことがら 

森と川とは密接な係わりがあり、豊かな森に育まれた流れは、河川形態も水量、水質

も安定し、多様性豊かな動植物資源に恵まれています。 

また、その水辺は、生き物にも優しく、人々に安らぎ感を与えてくれます。 

しかし、流域を取り巻く現況は、残念ながらどこの支流も、人工林の手入れ不足等で

清流を育むべき豊かな森林を配しているとは言い難い条件下にあります。 

“山が元気なら川も元気”、そんなフィールドをつくり、生物多様性と森林保全の重要

性を流域住民に体感していただくことは大事なことです。それは、流域全体の森林保全

の推進へとつながるものです。 

２月の寒い季節ではありますが、日々山で働く人たちといっしょに体を動かし、流域

のあるべき姿を意識してみませんか。 

2016.02.06活動の一コマ 森林整備で豊かさが戻り出した水辺 


